
薬局中門

県立美術館講座室で化石レプリカ作りを開催 
 日時： ７月２３日（木）、８月２０日（木）、８月２８日（金）  
      １０時～､１４時～  の１日２回 
 対象： 小・中学生以下 （保護者同伴） 
 定員： ２０組（申込は県立美術館HP http://www.yma-web.jp/ より）  

【申込方法について】 

   ・お申し込みは往復はが きでお願いします。 

   ・ホームページから、メールで申し込むこともできます。 

山口県立山口博物館 
 〒753-0073 山口市春日町8-2 
  TEL 083-922-0294 FAX 083-922-0353 

・往復はがきにつきましては、記入面を間違えないよう、ご注意ください。 

要申込 

要申込 要申込 

要申込 要申込 

  後期白亜紀のララミディア大陸（現在の北米大陸の西部）
では、アジアから移り住んできたトリケラトプスの仲間が､誕
生と絶滅を繰り返し劇的な進化をとげます。その最後に登場
したのがトリケラトプスでした。山口初公開となる多数の骨
格標本や生体モデルを展示し、トリケラトプスの仲間の起源
から絶滅までをわかりやすく紹介します。 

○トリケラトプスを徹底解剖！ 

 トリケラトプス、そしてその仲間たちを最新学説に基づき

徹底解剖！知っているようで知らない、新たなトリケラトプ

ス像、そしてその進化の歴史を再発見していただきます。 

○ケラトプス科恐竜を一堂に展示！ 

 トリケラトプスとその仲間の大きな特徴は､角とフリルにあ

ります。しかし、その数や形は同じではなく、多種多様です。

本展では、ケラトプス科恐竜の頭骨をずらりと展示。多様化

した角とフリルを見比べることができる貴重な機会です。 

要申込 

大型植物食恐竜トリケラトプスの進化の謎に迫る 

大型肉食恐竜スピノサウルスの全身骨格を展示 

※ １８歳以下および高等学、
中等教育学校、特別支援学校
に在籍の方等は無料です。 

要申込 

 白亜紀のゴンドワナ大陸（現在のアフリカ大陸の北部）には、巨大
化した肉食恐竜スピノサウルスが生息していました。スピノサウルス
（全長 １７ｍ）はなぜ巨大化できたのでしょうか?全身骨格の復元を
通して、その謎に迫ります。 


